
封
矧
」
灯
明
中
校
庭
遺
跡
で
出
土

「
県
内
で
類
例
な
い
」
様
式

茅
野
市
教
育
委
員
会
は
、
永

明
小
中
学
校
新
校
舎
と
周
辺
施

設
の
建
設
に
伴
い
、
同
市
塚
原

の
建
設
予
定
地
に
あ
る
「
永
明

中
学
校
校
庭
遺
跡
」
の
発
掘
調

査
を
行
っ
て
い
る
。
今
年
度
は

社
会
体
育
館
建
設
予
定
地
で
行

い
、
こ
れ
ま
で
に
弥
生
時
代
後

期
の
つ
ぼ
や
か
め
4
点
、
複
数

の
石
が
埋
め
ら
れ
た
大
き
な
穴

l
カ
所
が
出
土
。
い
ず
れ
も
死

者
の
骨
や
遺
体
を
埋
葬
し
た
土

器
、
墓
と
み
ら
れ
る
。
2
8
日
に

は
発
掘
調
査
の
成
果
を
報
告
す

る
現
地
説
明
会
を
開
く
。

（
宮
沢
知
史
）

弥
生
時
代
後
期
の
墓
と
み
ら
れ
る
穴
。
複
数
の
石
が
埋
め
ら
れ
て
い
る

訪
日
現
地
説
明
会

同
遺
跡
は
1
9
7
0
年
、
永
明

中
学
校
校
庭
の
造
成
時
に
発
見
さ

れ
た
。
新
校
舎
建
設
に
伴
う
発
掘

調
査
は
2
0
2
1
年
度
か
ら
実
施

し
、
弥
生
時
代
の
大
規
模
集
落
を

確
認
。
昨
年
1
0
月
か
ら
は
、
遺
跡

全
体
の
西
側
に
当
た
る
社
会
体
育

館
の
建
設
予
定
地
約
1
5
0
0
平

方
㍍
で
行
っ
て
い
る
。

墓
と
み
ら
れ
る
穴
は
3
㍍
×
2

㍍
ほ
ど
の
大
き
さ
。
穴
の
中
に
置

い
た
木
棺
の
周
囲
に
石
を
積
ん
で

埋
葬
し
た
と
考
え
ら
れ
、
石
だ
け

が
長
方
形
に
残
っ
て
い
る
。
弥
生

時
代
の
土
器
片
と
金
属
製
品
も
出

土
し
て
お
り
、
今
後
、
県
立
歴
史

館
で
金
属
管
お
分
析
を
行
う
と

いう。市
教
委
に
よ
る
と
「
弥
生
時
代

後
期
に
石
で
囲
っ
た
様
式
の
墓
は

県
内
で
類
例
が
な
い
」
と
い
い
、

「
金
属
製
品
は
装
身
具
と
思
わ
れ

る
こ
と
か
ら
、
集
落
の
リ
ー
ダ
ー

な
ど
特
別
な
地
位
に
あ
る
人
の
墓

の
可
能
性
が
高
い
」
と
推
察
。
こ

の
ほ
か
住
居
跡
7
軒
も
発
見
さ
れ

た。
今
回
の
調
査
は
6
月
上
旬
で
終

了
す
る
。
同
市
文
化
財
課
の
堀
川

恍
太
朗
さ
ん
（
挙
は
「
諏
訪
地
域

で
こ
れ
だ
け
の
面
積
の
弥
生
時
代

の
集
落
を
調
査
す
る
こ
と
は
め
っ

た
に
な
い
。
住
居
域
と
墓
が
セ
ッ

ト
で
確
認
で
き
た
の
は
大
き
な
意

義
が
あ
る
」
と
話
し
た
。

2
8
日
の
現
地
説
明
会
は
午
前
1
0

時
、
午
後
1
時
3
0
分
の
2
回
開
く
。

事
前
申
し
込
み
不
要
。
問
い
合
わ

せ
は
市
教
委
文
化
財
課
（
電
話
0

2
6
6
・
7
6
・
2
3
8
6
）
へ
。


